
　

本
学
の
前
身
は
明
治
30
年
代
初
頭
、

日
本
の
近
代
化
を
進
め
る
た
め
政
府

が
設
置
し
た
京
都
蚕
業
講
習
所
と
京

都
高
等
工
藝
学
校
で
す
。
１
９
４
９

年
に
２
つ
の
前
身
校
を
合
併
し
て
繊

維
学
部
と
工
芸
学
部
と
し
、
新
制
の

京
都
工
芸
繊
維
大
学
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
２
０
０
４
年
の
法
人
化
後
の

２
０
０
６
年
に
は
両
学
部
を
統
合
し
、

工
芸
科
学
部
の
み
の
単
科
大
学
に
改

組
し
ま
し
た
。
設
立
の
経
緯
か
ら
本

学
は
「
知
と
美
と
技
」
を
追
い
求
め

る
、
人
に
優
し
い
実
学
と
し
て
の
工

芸
科
学
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
持

続
可
能
な
社
会
を
創
造
す
る
理
想
的

な
教
育
・
研
究
を
実
践
す
る
、
こ
れ

が
本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

　　　　

本
学
は
日
本
が
世
界
に
誇
る
歴
史

的
都
市
、
京
都
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

千
二
百
有
余
年
の
歴
史
を
持
つ
京
都

は
、
質
の
良
い
も
の
を
生
み
出
し
、

目
利
き
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
伝
統

を
誇
る
一
方
で
常
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
、
こ
の
京
都
の
地
が
育

ん
で
き
た
心
意
気
と
創
造
的
挑
戦
心

を
我
々
は
「
京
都
思
考
（K

Y
O
T
O
 

T
hinking

）」
と
呼
び
、
教
育
や
研

究
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
京
都
は
海

外
か
ら
の
憧
れ
の
都
市
で
す
。
本
学

に
は
国
際
交
流
協
定
の
依
頼
が
ひ
っ

き
り
な
し
に
舞
い
込
み
、
現
在
約
百

の
海
外
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
交
換
留
学
も
積
極
的
に
行
い
、

本
学
か
ら
は
１
割
以
上
の
学
生
が
留

学
し
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
学
生
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
は
革
新
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
１

９
年
に
は
大
学
院
に
異
文
野
融
合

を
ベ
ー
ス
に
「D

esign-centric 
Engineering Program

（dCEP

）」

と
い
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
。

さ
ら
に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

産
学
連
携
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
「
Ｍ
Ｅ
３
１
０
」
と
、
日
本
で
唯

一
連
携
し
て
い
ま
す
。
企
業
か
ら
支

援
を
受
け
海
外
の
大
学
と
も
連
携

し
て
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
２
年

前
か
ら
は
、
様
々
な
研
究
分
野
の

教
員
が
一
堂
に
会
し
議
論
を
重
ね
る

「K
Y
O
T
O
 A
GO
RA

」
の
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
地
球
規
模
の
課
題
を

解
決
し
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
各
分
野
の
知
見
を
集
め
、

グ
ル
ー
プ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　　　　

こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、

単
に
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
人
々
を
引
っ

ぱ
っ
て
い
く
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。

本
学
が
目
指
し
て
い
る
「T

ECH
LEA

D
ER

」
は
デ
ザ
イ
ン
思
考
を

備
え
、
多
様
性
を
理
解
し
色
々
な
意

見
を
拾
え
る
人
材
で
す
。
さ
ら
に
、

高
い
技
術
力
を
持
ち
自
分
が
何
を
す

べ
き
か
わ
き
ま
え
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
成
功
に
導
く
人
材
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
変
化
の
激
し
い
時
代
、

こ
れ
か
ら
の
大
学
は
新
し
い
価
値
を

創
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
と

一
緒
に
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

京
都
思
考
を
活
か
し

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
起
こ
す

新
し
い
リ
ー
ダ
ー
像
で
あ
る

T
ECH

 LEA
D
ER

を
育
成
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本
学
は
広
範
な
分
野
を
網
羅
す
る
理

工
系
大
学
で
す
が
、
学
生
を
一
人
前
の

技
術
者
に
育
成
す
る
に
は
、
修
士
課
程

を
含
む
６
年
の
教
育
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
本
学
で
は
学
生
の
約
８
割
が

大
学
院
に
進
学
し
ま
す
が
、
学
部
と
大

学
院
の
学
び
が
不
連
続
で
、
非
効
率
的

な
面
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
学
で

は
、
６
年
一
貫
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
教
育

を
目
指
し
て
、「
学
士
４
年-

修
士
２

年-

博
士
３
年
」
の
学
年
構
造
を
実
質

的
に
「
学
士
３
年-
修
士
３
年-

博
士

３
年
」
と
す
る
３×

３
（
ス
リ
ー
・
バ

イ
・
ス
リ
ー
）
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
最
初
の
３
年
間
で
専
門
力

の
基
礎
を
養
い
、
４
年
次
で
は
卒
業
研

究
に
取
り
組
み
つ
つ
、
修
士
の
内
容
を

先
取
り
し
て
学
び
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
高
度
な
専
門

教
育
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
先
取
り
学
修
に
よ
り
生
ま
れ

た
時
間
を
研
究
活
動
の
深
化
や
留
学
に

あ
て
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
更
な
る

成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
学
は
１
学
年
６
０
０
人
ほ

ど
の
大
学
で
す
が
、
教
員
が
約
３
０
０

人
お
り
手
厚
い
少
人
数
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
特
徴
を
活
か
し
た
学
び

の
１
つ
に
「
英
語
鍛
え
上
げ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
英
語
を
大
量
に
浴
び
る
多
読
多
聴
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
方
式
の
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
、e-learning

シ

ス
テ
ム
か
ら
な
り
、
身
に
つ
け
た
英
語

力
を
活
か
し
て
多
く
の
学
生
が
海
外
へ

留
学
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
京
都
府
立

大
学
、
京
都
府
立
医
科
大
学
と
連
携
し
、

三
大
学
教
養
教
育
共
同
化
科
目
を
開
講

し
て
い
ま
す
。
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
や
京
都
の
歴
史
な
ど
を
学
ぶ

京
都
学
な
ど
、
単
科
大
学
で
あ
り
な
が

ら
総
合
大
学
に
劣
ら
な
い
幅
広
い
分
野

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　　　
本
学
で
は
、
多
様
な
人
材
の
受
け
入

れ
を
目
指
し
て
次
の
３
つ
の
入
試
制
度

を
設
け
て
お
り
、
受
験
生
は
個
々
の
特

性
に
応
じ
た
入
試
を
選
択
で
き
ま
す
。

①
ダ
ビ
ン
チ
入
試
（
総
合
型
選
抜
）：

出
願
書
類
と
ス
ク
ー

リ
ン
グ
（
講
義
受
講

や
レ
ポ
ー
ト
作
成
等
）

に
よ
り
評
価
。
②
学

校
推
薦
型
選
抜
：
学

校
長
の
推
薦
と
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
に

よ
り
評
価
。
③
一
般
選
抜
：
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
と
理
数
系
科
目
を
中
心
と

し
た
個
別
学
力
検
査
に
よ
り
評
価
。

　
令
和
７
年
度
入
学
生
に
対
す
る
入
試

か
ら
は
、
本
学
を
第
一
志
望
と
す
る
人

を
よ
り
多
く
受
け
入
れ
る
た
め
、
一
般

選
抜
の
後
期
日
程
を
廃
止
し
、
そ
の
定

員
を
ダ
ビ
ン
チ
入
試
、
学
校
推
薦
型
選

抜
お
よ
び
一
般
選
抜
の
前
期
日
程
に
振

り
分
け
ま
す
。

　
ま
た
、
本
学
で
は
例
年
、
修
士
課
程

修
了
者
の
う
ち
就
職
を
希
望
す
る
人
の

95
％
以
上※

が
就
職
し
て
い
ま
す
。
高

い
就
職
率
の
理
由
は
、
企
業
か
ら
の
高

い
信
頼
に
あ
り
ま
す
。
長
い
本
学
の
歴

史
の
中
で
卒
業
生
が
産
業
界
に
お
い
て

多
く
の
実
績
を
築
い
て
お
り
、
毎
年
多

く
の
会
社
か
ら
求
人
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
学
生
と
教
員
の
距
離

の
近
さ
を
活
か
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
授

業
や
就
職
担
当
教
員
の
配
置
な
ど
の
手

厚
い
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
変
化
の
激
し
い
時
代
で
す
が
、
コ
ア

と
な
る
知
識
や
技
術
を
し
っ
か
り
と
身

に
つ
け
、
ど
ん
な
変
化
に
も
耐
え
ら
れ
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
学
生
を
育
て
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

　
本
学
は
も
の
づ
く
り
の
技
術

を
活
か
し
た
課
外
活
動
が
活
発

で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
主
催
す
る
学

生
ロ
ボ
コ
ン
大
会
に
は
２
０
０

７
年
か
ら
毎
年
参
加
し
て
お
り
、

２
０
２
３
年
に
は
技
術
の
高
さ

が
評
価
さ
れ
、
特
別
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
構

想
・
設
計
・
加
工
・
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
と
い
っ
た
全
て
の
工
程

を
、
学
生
自
身
が
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
て
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

開
発
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
日
本
大

会
で
は
、
学
生
が
自
ら
構
想
・

設
計
・
製
作
し
た
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
カ
ー
に
よ
っ
て
２
０
１
２
年
、

２
０
１
６
年
、
２
０
１
７
年
に

引
き
続
き
２
０
２
２
年
に
４
度

目
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
、
国

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
こ
れ
ら
の
課
外
活

動
を
大
学
と
し
て
積
極
的
に
支

援
し
、
も
の
づ
く
り
の
能
力
に

加
え
、
学
生
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、

さ
ら
に
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

国
立
大
学
55
工
学
系
学
部
長
会
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大
学
力 

未
来
に
挑
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約
8
割
が
大
学
院
に
進
学

学
び
を
深
め
る
3
×
3

ほりうち・じゅんいち／博士（工学）。
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